


 

 

 

 

 

「大洗町景観計画」策定にあたって 

 

 

大洗町は、茨城県太平洋沿岸のほぼ中央に位置し、那珂川や涸沼などの水に囲まれた美

しい自然環境を背景に、「人が輝き 海が育む ふれあいのまち大洗」を将来像としてま

ちづくりを進めています。 

本町には、神磯、大洗海岸、大洗港などの海に面した景勝地に加え、台地から見下ろす

海と街並みの眺め、涸沼の自然景観など、たくさんの魅力ある景観資源が存在しており、

このような本町全域に点在する素晴らしい景観資源を保全・活用し、大洗町らしい魅力あ

るまちづくりを進め、町全体の活性化につなげることが重要であると考えています。 

 

景観を生かしたまちづくりについては、平成 16 年にわが国初の景観に関する総合的な

法律として景観法が制定されました。景観法においては、景観を整備・保全するための基

本理念を明確にし、住民、事業者、行政の責務を明確化しており、地方公共団体は、良好

な景観形成の促進に関し、その区域の自然的社会的条件に応じた施策を策定し、実施する

という責務を有しております。 

 

このような背景を受け、本町は、地域の特性に応じた街並みや風景を守り育てる施策を

主体的に展開していくため、平成 24 年 3月に景観行政団体となりました。そして、町民、

事業者及び行政の協働により良好な景観形成を図り、この貴重な資源を保全・活用・創造

し、次代へ継承していくために、大洗町景観計画策定委員会を設置し、数次にわたる検討

を重ね、このたび「大洗町景観計画」を策定しました。 

 

本計画に基づき、町民、事業者及び行政の協働による景観まちづくりを進め、誰もが訪

れて良かった、住んで良かったと思える「おもてなし景観づくり」に取り組んでまいりま

すので、今後ともなお一層のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

最後に、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をお寄せいただきました町民の

皆様方をはじめ、熱心にご審議いただきました大洗町景観計画策定委員会委員を始めとす

る関係者の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

平成 27年 12 月 
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 大洗町は、太平洋や涸沼の美しい景色や特徴的な眺望をもつ町として、「景観」に関する取り組み

に力を入れていこうとしています。平成 22 年度には「大洗町景観計画策定基礎調査」として地域特

性の把握や景観資源の整理を行い、平成 24 年度には「景観計画策定に係る町民意識調査等業務」と

して町民に対するアンケート調査等を実施してまいりました。「第５次大洗町総合計画」（平成 22 年

３月策定）では、基本計画に「景観行政への取り組み」を位置づけており、その実現を図るため平成

24 年３月に「景観行政団体」となりました。 

 

その間、平成 23 年３月 11 日に東日本大震災が発生し、太平洋に面する本町は、津波により町域面

積の約 10％が浸水し、住宅や店舗、観光施設、水産加工施設など甚大な被害を受けました。また、福

島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害も重なり、地域経済面での復興も課題となっています。今

後は、震災の教訓を生かしながら、安全・安心なまちづくりを進める一方で、観光地・景勝地として

良好な景観づくりをいかにして両立していくかが課題となっています。 

 

 このような背景を踏まえ、本町の景観資源や特性を生かした景観計画を策定し、市民・事業者・行

政の協働により魅力ある景観づくりに取り組むための指針を示すことを目的とします。 

 

  

 

「大洗町景観計画」は、上位計画である「第５次大洗町総合計画」や「大洗町都市計画マスタープ

ラン」との整合を図りながら、景観法に基づく景観計画として策定します。また、計画の策定にあた

っては、「大洗町震災復興まちづくり計画」や、宮下地区の景観整備の方向性を示した「宮下地区ま

ちなみ景観整備基本計画」や、駅前海岸線沿道地区の将来像を示した「駅前海岸線沿道環境形成基本

計画」などにも配慮します。 

 

■景観計画の位置づけ 

 

 

 
 

 

 

 

 

序 章 計画の背景と目的 

１．計画の背景と目的  

２．計画の位置づけ 

第５次大洗町総合計画 

大洗町景観計画 

大洗町都市計画 
マスタープラン 

大洗町震災復興 
まちづくり計画 

 

宮下地区 
まちなみ景観整備基本計画 

駅前海岸線 
沿道環境形成基本計画 

【地区の計画】 
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「大洗町景観計画」の策定フローは以下の通りです。 

 

 ■景観計画策定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画策定の流れ 

Ｈ
２
５
年
度 

Ｈ
２
６
・
２
７
年
度 

序 章 計画の背景と目的 

第１章 大洗町の景観特性と課題の整理 

第２章 景観計画区域 

（景観法第８条第２項第１号関係） 

第３章 良好な景観形成に関する基本方針 

（景観法第８条第２項第２号関係） 

第４章 景観形成基準（町全域） 

（景観法第８条第２項第３号関係） 

第６章 景観重要建造物・樹木の指定の方針等 

３ 屋外広告物の表示の制限等に関する事項 

（景観法第８条第２項第５号イ関係） 

２ 景観重要公共施設の整備に関する事項 

（景観法第８条第２項第５号ロ、ハ関係） 

第７章 景観まちづくり推進方策 

【
必
須
事
項
】 

【
選
択
事
項
】 

【
定
め
る
こ
と
が 

 
 

望
ま
し
い
事
項
】 

 

１ 景観重要建造物、景観重要樹木の指定の方針 

（景観法第８条第２項第４号関係） 

第５章 景観形成重点地区 【
必
須
事
項
】 
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第１章 大洗町の景観特性と課題の整理 
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 大洗町は海岸をはじめ、那珂川や涸沼の水辺に囲まれ、海岸沿いの松林等の緑地や、高台の緑豊かな

集落景観が大きな特色となっています。 

■水辺・緑景観資源 

 

 

 

 

 

 

 南北に長い大洗町は、町域中心部に生活や産業を営む場である市街地が集まっています。海に近い低

地部には昔ながらの商店街が続き、水産加工施設や民宿が点在する街並みが残っています。一方、台地

部には新たな生活の場である住宅地や沿道サービス施設が広がっています。 

■生活・産業景観資源 
 

 

 

 

 

 

 

 町内には、神社・仏閣などの歴史・文化資源や、文化財にもなっている建物や鳥居等の構造物が点在

しており、特に町域北部の海岸沿いや市街地、那珂川沿いに集積しています。一方で、大洗海岸や大洗

港周辺には、観光・レジャー施設が集積し、新たな景観を形成しています。 

■歴史・文化景観資源 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 大洗町の景観特性と課題の整理 

１．景観特性  

（１）水辺・緑景観の特性 

（２）生活・産業景観の特性 

（３）歴史・文化景観の特性 

大大鳥鳥居居  大大洗洗磯磯前前神神社社  

大大洗洗海海岸岸    涸涸  沼沼  松松川川干干拓拓地地  松松松   林林林   

商商店店街街  漁漁港港  沿沿道道ササーービビスス施施設設  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住住宅宅地地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大大洗洗港港周周辺辺  アアアクククアアアワワワーーールルルドドド大大大洗洗洗   



◆大洗町景観計画◆ 

- 7 - 

 

 大洗町は、町域北部と南部は台地となっており、斜面緑地や松林等に守られた中に集落があり、海岸

には緑のスカイラインが形成されています。また、台地の一部から海岸や涸沼沿いの広大な風景を眺め

ることができます。町域中央部には、市街地が発達しており、街なかの路地からは海の風景が望めます。

大洗港付近にはマリンタワーを中心に新たな街並みが形成されています。 

 

 

■大洗町の地形 断面（模式図） 

 

【町域北部】・・・・・・・・水辺・緑景観＋歴史・文化景観 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【町域中央部】・・・・・・・生活・産業景観＋歴史・文化景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【町域南部】・・・・・・・・水辺・緑景観＋歴史・文化景観 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地形的特性 

眺め 

眺め 

眺め 
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■地勢のアウトライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道51 号沿いに続く松林。 

Ａ 

Ａ' 

Ｂ 

Ｂ' 

Ｃ 

Ｃ' 

大洗県立自然公園区域に指定され、まとまった緑が残さ

れている。アクアワールド大洗等の観光施設も位置して
おり、本町の中心的な観光ゾーンとなっている 

鹿島台地北端の丘陵部には、大洗駅が設置され昭和後期
以降市街地が拡大している 

那珂川沿岸の低地及び海食崖 

埋め立てにより整備された港湾地区 

古くから形成されてきた市街地 

大洗サンビーチ 

鹿島台地といわれる丘陵部。台地上は集落や農地として
利用される他、大洗総合運動公園等が整備されている。 

涸沼沿岸の低地部。水田が拡がり、台地の裾には集落が
形成されている。 

涸 

沼 

鹿
島
灘 

大
洗
港 

大
洗
海
岸 

那珂川 
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大洗町の景観特性を踏まえ、それぞれの課題を整理します。 

 

 

■海岸景観の保全・景観誘導 

海岸景観については、大洗町らしさや誇りを持てる風景として評価されていることから、さらに景観

保全や誘導を進め、価値を高めていくことが必要であると考えられます。特に、町の骨格を形成する国

道 51 号や、主要地方道水戸鉾田佐原線や県道大洗公園線などは海岸を走る道路として重要な景観軸で

もあり、沿道における環境美化や、サービス施設の看板・広告物等、景観形成に大きくかかわる要素に

ついては、今後町民や企業との協議を重ねながら、景観誘導方策を検討していくことが必要です。 

 

■斜面緑地や松林等の緑環境の保全  

海岸沿いの松林や、台地と低地の間の斜面緑地は、水と緑に囲まれた大洗町の景観形成上重要な要素

ですが、松林の立枯れや手入れ等については課題も多いことから、今後はまとまりある緑を保全し、集

落や街並みとの調和を図っていくための保全方策を検討していくことが必要です。東日本大震災を経験

した今、防災・減災に配慮する意味でも、緑地の保全は重要です。また、涸沼川沿いの広大な水田風景

なども、生産の場としてだけでなく、集落とともに維持・保全を図っていく視点が必要です。 

 

■住宅地や商店街など生活の場での取り組み 

 区画整理された住宅地の街並みや商店街は、意向調査においても景観としての評価はあまり高くあり

ません。しかし、生活空間を美しく保つことは暮らす人にとっても訪れる人にとっても重要であり、「地

域の清掃・美化活動などに参加する」「地域や家庭で花や緑を植える」といった生活に密着した身近な

場所から、緩やかに景観まちづくり活動を進め、さらには地区計画や協定、生け垣の推進などの取り組

みも考えていくことていくことが必要です。 

 

■漁港などの営みの風景の保全・活用 

 漁港や魚市場、加工所、海に向かう路地などは人の営みの風景であり、心に残るどこか懐かしい風景

こそ大洗らしさであるともいえます。これらは、町の暮らしを支えるだけでなく、後世に伝える貴重な

景観資源でもあり、新たな景観づくりとの調和を図りつつ、今後も守り活かしていくことが必要です。 

 

■重要景観資源の保全・活用 

 大洗町には「神磯鳥居」「大洗磯前神社」「海辺の朝日」のように数々の自慢できる風景が存在してお

り、今後は、文化財だけでなくそれらの景観資源を保全・活用していくための方策を検討していくこと

が必要です。特に、現在文化財指定を受けていない建築物や工作物、樹木についても、景観上の重要性

を見極め、景観資源としてだけでなく、観光資源としての活用を検討していくことが必要です。 

 

２．景観計画に向けた課題の整理 

（１）水辺・緑景観の課題 

（２）生活・産業景観の課題 

（３）歴史・文化景観の課題 
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■公共施設・余暇施設等の大規模施設の配慮 

 公共施設や観光のための余暇施設などの比較的規模が大きく、シンボルとなる施設は、町の景観形成

を左右する要素にもなり、訪れた人々の町の印象にも大きな影響を与えます。このため、海や周辺街並

みとの調和への配慮や、眺望景観を意識した整備のあり方を検討していくことが必要です。 

 

■町の顔となる重点的な景観向上への取り組み 

 大洗駅周辺、旅館街、大洗港などは、町外の人も訪れる場所であり、観光面からも重要な場所である

といえます。近年では、アニメの影響により商店街を散策する人も増えています。これらの「町の顔」

となる地区については、景観形成を図り、訪れる人をおもてなしするため、一歩進んだ工夫を図ってい

くことが必要です。 

 

■眺望景観やビュースポットの保全・活用 

 海、那珂川、涸沼・涸沼川などの水辺の眺めとともに、街並みや筑波山などの山並みがみられること

は、大洗町の景観特性として重要です。茨城百景や巌船一里塚ロードパーク等、既に眺望点として整備

されている場所もありますが、そこへの案内やアクセスの向上、環境整備など、より多くの人が楽しめ

る場づくりを進めることで、地域をつなぎ、町全体で景観を楽しめるようになることが必要です。 

 

■町民と事業者との協働による景観づくり 

 景観づくりは、町民や事業者の協力なしに進めることは困難です。意向調査によると、町民の景観づ

くりに対する関心は高く、今後、大洗町として景観づくりを進めるにあたっては、行政だけでなく、町

民や事業者との協働により取り組むことが必要と考えられます。 

 

 

  【大洗町の景観づくりの課題】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域全体の課題 

④地域全体でつくる景観の課題 

■眺望景観やビュースポットの保全・活用 

 

■町民と事業者との協働による景観づくり 

 

①水辺・緑景観の課題 

■海岸景観の保全・景観誘導 

■斜面緑地や松林等の緑環境の保全 

②生活・産業景観の課題 

■住宅地や商店街など生活の場での取り組み 

■漁港などの営みの風景の保全・活用 

③歴史・文化景観の課題 

■重要景観資源の保全・ 

活用 

■公共施設・余暇施設等の

大規模施設の配慮 

 

■町の顔となる重点的な 

景観向上への取り組み 
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１．景観計画区域 

第２章 景観計画区域 
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 景観に対する課題や背景、町民の意向などを踏まえると、大洗町は町域全域に景観資源が広がってい

ることから、景観計画区域（景観法第８条第２項に基づく）を大洗町全域とします。今後は「人が輝き 

海が育む ふれあいのまち大洗」を実現するため、海や河川などの水辺に囲まれ緑豊かな美しい景観を

保全し、景観を通じて人と人とのつながりが生まれるよう、全町域で景観形成を進めます。 

 

 

■大洗町景観計画区域（大洗町全域） 

 

 

第２章 景観計画区域 

１．景観計画区域  
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１．景観形成の基本理念 

２．町全域の景観形成の目標 

３．町の景観構造 

４．景観ゾーン・景観拠点・景観軸の設定 

５．景観形成基本方針 

６．景観形成重点地区の設定 

第３章 良好な景観形成に関する基本方針 
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 古くからの景勝地として親しまれてきた大洗町には、変わらぬ自然の美しさ、これまでの歴史や営み

が垣間見られる場所が数多く点在しています。特に、高台から見下ろす海と街並みが融合する景観は、

観光資源としての活用が期待されています。 

今後は、大洗町らしい景観を活かして町を「しつらえ」、町全体で多くの人を「おもてなし」するこ

とを景観形成の基本理念としていきます。 

第３章 良好な景観形成に関する基本方針 

１．景観形成の基本理念 

 

大洗町を取り巻く海や川、緑などの雄大な自然、景勝地を有効に活用し、市街地の近代

的な建物や人工物を調和させ、大洗町らしい自然と人の営みのバランスのとれた景観を

「しつらえ」、景観により住む人も訪れる人も感動できる心地よい空間を整えていきま

す。 

大洗町の景観を「しつらえる」 

 

大洗町全体に点在する景勝地を活かし、町全体で訪れる人が楽しめる「おもてなし」を

演出します。また、単に良好な景観を創るのではなく、町民・企業・行政等が協働で、楽

しみながらより良い「おもてなし」に取り組み、景観づくりを通じて、事業活動の活性化

や地域の賑わいづくりに繋げるまちづくり（景観まちづくり）を進めます。 

町全体で「おもてなし」 
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 これまでの計画等を踏まえて、町全体の景観形成について、次のような目標を設定します。 

 

大洗の海が育む「自然」と「暮らしの営み」を活かし 

地域全体で迎える「おもてなし」景観づくり 

 

 

■海・水辺・緑と親しむ「自然」景観づくり 

 大洗町は、海や涸沼、那珂川といった豊富な水辺に囲まれ、古くから景勝地として親しまれて

きました。変わらぬ海の美しさ、地形が生み出す斜面緑地、涸沼湖畔の低地部に広がる田園と集

落の風景などは、今後も守り伝えていくべきものであり、さらには景観資源の一つとして有効に

活用することが期待されています。今後は、町を取り囲む海や河川、緑などの景観を保全してい

くとともに、これらの自然風景を活かす景観づくりに取り組みます。 

 

■心地よく、どこか懐かしい「暮らしの営み」景観づくり 

  大洗町は、海辺や河川・湖岸沿いに広がる低地部と、鹿島台地の丘陵部とで構成され、生活空

間である市街地は丘陵部に拡大しつつあります。住宅地や商店街などの何気ない生活空間におい

ても、人が心豊かに気持ちよく暮らせる町、暮らしたくなまちづくりを進めます。また、町の中

には、漁港や魚市場、加工所などの大洗らしい海の暮らしが今も息づいています。自然とともに、

人の営みにより築かれてきたどこか懐かしい風景も地域の景観資源として守り伝えていくこと

を目指します。 

 

■大洗町の文化・魅力を発信する、「おもてなし」景観づくり 

  大洗町は、海という大きな観光資源により、毎年多くの観光客が訪れます。「神磯鳥居」「大洗

磯前神社」「海辺の朝日」のように海辺には数々の自慢できる風景が存在するだけでなく、町の

中には、商店街、歴史ある建物、細い路地等、趣を感じる風景も残っています。今後は、従来の

観光スポットだけでなく、町の中心となる駅周辺や街なかに残る何気ない風景の中にも町の文化

や見どころを演出し、訪れてみたくなる景観づくりを進めます。 

 

■自然と暮らしの風景が調和し、地域が「つながる」景観づくり 

  マリンタワーや丘陵地から見下ろす海と街なみ、周辺の山々の融合する眺望は、大洗町が誇る

雄大な景観です。自然風景の中に、人々の暮らしが馴染み、地域全体で楽しめる景観づくりを進

めます。また、景観は、暮らしそのものの姿であり、町民一人ひとりがつくっていくものである

という認識に立ち、観光の町としてのおもてなしの心を持って、町民や企業との協働によるルー

ルづくりや景観形成活動に取り組みます。 

２．町全域の景観形成の目標  
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 「自然」「暮らしの営み」「おもてなし」「つながり」という視点に立ち、大洗町の景観の基本的な構

造をみると、次のように整理されます。 

 

景観の基本的な構造 特 徴 

つながり 
⇔景観軸 地域をつなぎ、景観形成上重要となる幹線道路や河川、臨海部など 

▽眺望景観 海岸や高台から海や街、山並み等を眺めるときに得られる良好な景観 

おもてなし 
◎シンボル景観 地域のシンボル、景観形成に重要な景観の核 

◇景観拠点 町の中心、産業又は観光の場となり、町の顔となる景観 

暮らしの営み 
□景観ゾーン 共通の景観特性を持つ、まとまりのある地域 

自 然 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

    ■大洗町の景観構造 

３．町の景観構造  

【景観ゾーン】 

【景観軸】 

【眺望景観】 

【シンボル景観】 

【景観拠点】 

つ
な
が
り 

お
も
て
な
し 

暮
ら
し

の
営
み 
自
然 
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 まずは、景観ゾーンと景観拠点を設定します。景観ゾーンは、大洗町の景観のベース（下地）となる

ものであり、「自然景観ゾーン」と「市街地景観ゾーン」を設定します。また、景観拠点は、訪れる人

を迎える「おもてなし」の舞台として、「中心拠点」と「観光拠点」、「産業観光拠点」を設定します。 

 

 

■景観ゾーン・景観拠点・景観軸の設定 

景観構造 
位置づけ 

景観ゾーン 景観拠点 

自 

然 

 

自然景観 

ゾーン 

海岸沿いの松林や斜面緑地が良好な景観を創出するゾーン。 

涸沼周辺に広がる水田の良好な田園景観、丘陵部に昔ながらの集落が発達し、良好

な集落景観を保持するゾーン。 

緑に囲まれた産業地区で、自然環境との調和を図るゾーン。 

お
も
て
な
し 

観光拠点① 

【大洗海岸 

公園周辺】 

 

大洗海岸公園を中核として、大洗磯前神社などの歴史・

文化スポットと、アクアワールド大洗水族館などの海の

レクリエーションスポットとが、海の眺望と連続する松

林とで結ばれた、大洗の歴史・文化・自然を満喫できる

拠点。 

観光拠点② 

【総合運動公園・ 

涸沼周辺】 

総合運動公園を中核として、谷津や斜面緑地、農地、涸

沼などの自然環境に触れながら、スポーツやレクリエー

ション活動が楽しめる拠点。 

暮
ら
し
の
営
み 

 

市街地景観

ゾーン 

住宅や生活サービス施設を中心に発達し、町の生活基盤となるゾーン。 

中心となる低地部には、住宅や商業、水産物の加工所等が混在し、海のまちの暮ら

しが息づき、台地上には、整備された住宅地や沿道サービス施設が広がるゾーン。 

お
も
て
な
し 

 

中心拠点 

【市街地中心部】 

大洗駅周辺を中核として、観光機能や地域生活サービス

機能が集積し、人・もの・情報が交流する拠点。町・海

への玄関口として、大洗町の顔となる拠点。 

産業観光拠点 

【臨港地区周辺】 

魚市場やフェリーターミナル、大洗海浜公園等を中核と

して、まちの活力を生み出す産業とレジャーが複合し、

交流を楽しめる拠点。 

つ
な
が
り 

 

景観軸 海岸線を走り、海の眺望をアピールする主要道路。又は、町外から海又は中心部に

お出迎えするための道路又は鉄道。 

４．景観ゾーン・景観拠点・景観軸の設定 
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■大洗町景観ゾーン・景観拠点・景観軸 
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 大洗町景観計画では、景観の基本的な構造を踏まえて、次のような流れで基本方針、景観形成基準を

設定します。 

 

 

 

■大洗町景観計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成基本方針】 

重要景観建造物・樹木の指定の方針 

重要景観公共施設の整備に関する事項 

【景観形成基準】 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

中心拠点・産業観光拠点・観光拠点 

大規模建築物等の景観形成基準 

（届出対象行為・行為の制限内容） 

おもてなし 

景観チェック 

【景観形成推進方策の検討】 

 道路・鉄道 

屋外広告物の表示・設置に関する事項 

景観ゾーン 

景観拠点 

景観軸 

眺望景観 

シンボル景観 

景観形成重点 

地区 
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【景観特性】 

・東側は海、北側は那珂川、西側には涸沼、涸沼川と、町全体が水辺に囲まれています。 

・水辺と陸の間には、町を取り囲むように斜面緑地が発達しています。特に、海岸沿いの松林は町の景観

の大きな特色となっています。 

・町域北部は、緑豊かな丘陵部の集落と農地となっています。二葉地区は、高台における新たな土地利用

を図る地区として位置づけられています。 

・町域南部は、涸沼及び涸沼川沿いの低地に水田地帯が広がり、斜面緑地を背に、集落が形成されていま

す。丘陵地には、畑や屋敷林、生け垣の緑に囲まれた、伝統的な農家集落の風景が残っています。 

・町域南部には、原子力関係の研究施設群や、新たな産業基盤の形成を図る大貫台地区があります。 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●大きな景観資源である海や涸沼、那珂川・涸沼川などの水辺については、景観を阻害する恐れのあるゴ

ミ、看板・広告などの環境美化対策や、建築物等との調和が必要となっています。 

●緑地は景観だけでなく、防災上も重要である一方、松林の立枯れなどは大きな課題となっています。 

●町域北部は、従来からの集落と緑の景観を守りながら、今後新たに進められる土地利用の景観との調和

を図ることが必要です。 

●町域南部は、生産の場である水田や畑等の農地を、景観資源として保全していくことが必要です。また、

伝統的な集落景観を守るため、屋敷林や生け垣等の緑の保全が課題となります。 

●原子力関係施設や大貫台の産業地区は、自然環境の中に立地しており、周辺環境への配慮が必要です。 

 

【景観形成方針】 

広広大大なな水水辺辺とと緑緑、、集集落落環環境境がが調調和和すするる自自然然景景観観のの保保全全  

○水辺の環境美化を進めるとともに、大規模な建築物等との調和を図り、水辺の景観を保全します。 

○松林や斜面緑地の保全に努め、緑の連続する景観（スカイライン）の維持を図ります。大洗町の代表的な

景観でもある松林については、関係団体と連携し、枯松の伐採や保全、植栽に努めます。 

○町域北部では、従来の集落景観の保全を図るとともに、住環境整備に際しては、周辺の景観と調和するよ

う、緑あふれる居住環境の形成を図ります。 

○町域南部では、涸沼周辺に広がる広大な水田と集落が調和する景観の維持・保全を図ります。丘陵部の畑

と、生け垣や屋敷林等の緑に囲まれた集落景観の維持・保全を図ります。 

○原子力関係施設や大貫台の産業地区は、周辺の樹林に調和した建物や工作物の形成を図ります。 
 

５．景観形成基本方針 

（１）景観ゾーンの基本方針 

■自然景観ゾーン 

涸沼沿いの水田と集落 

 

大洗海岸と斜面緑地の景観 
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【景観特性】 

・低地部には昔ながらの商業と住宅、水産加工施設や民宿等が混在し密集する街並みが形成され、古い建

物の佇まいや路地空間が、海のまちの懐かしい暮らしの風景を残しています。 

・内陸の丘陵地には、比較的新しい住宅地が形成されています。県道水戸鉾田佐原線沿いは沿道サービス

施設が立地し、五反田地区の一部には工場等が混在しています。 

・住宅地に隣接して古墳があり、歴史的資源としてだけでなく、高台から海や山々を眺めるビュースポッ

トとなっています。 

・駅西側の桜道地区は、涸沼川沿いの低層住宅地で、釣り舟の浮かぶ涸沼川の風景を楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●低地部は、懐かしい暮らしの風景を活かしつつ、津波等の防災面での配慮が必要となっています。近年

は、治安や環境美化の点から、空き家等の増加も課題となっています。 

●内陸の丘陵地は、観光拠点への入り口ともなる県道水戸鉾田佐原線沿いの沿道サービス施設の景観誘導

や、一部に集積する工場と住宅地との調和が課題となっています。 

●高台の眺めは、地元の人が楽しむだけでなく、おもてなし資源として活かす工夫が必要です。 

●駅西側の桜道地区は、涸沼川沿いの眺めを楽しめる桜道公園を活かす工夫が必要です。 

【景観形成方針】 

海海辺辺のの暮暮ららししのの営営みみとと緑緑、、眺眺めめがが調調和和すするる市市街街地地景景観観づづくくりり  

○低地部の商住が複合する地区については、防災面に配慮した適正な土地利用の誘導や空き家対策に取り組

む一方、周辺の街並みとの調和や、路地空間・海の眺め等に配慮し、大洗町の特性を活かした街並み形成

を図ります。 

○高台については、閑静な住宅地環境を保全するため、生け垣や植栽を推進し、緑豊かな景観形成を図りま

す。住宅地に隣接する工場等の施設については、周辺景観への配慮や植栽等を推進し、住環境の保全を図

ります。県道水戸鉾田佐原線沿いについては、観光拠点への入り口として良好な沿道景観を形成するため、

植栽・花壇の推進や、広告・看板の大きさや色彩などの誘導を図ります。 

○車塚古墳・日下ヶ塚古墳周辺をはじめとする高台の中でも眺めの良い場所については、海と街並み、山並

みといった眺めを楽しめる視点場の整備とともに、周辺景観の保全や案内などのアクセス向上を図ります。 

○桜道公園周辺は、涸沼川沿いの景観の保全とともに、大洗駅からの歩行者ネットワークを強化し、水辺に

親しむ空間づくりを図ります。 

■市街地景観ゾーン 

沿道サービス施設の立地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商住が混在する街並み 
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【景観特性】 

・大洗海岸は、大洗海水浴場から平太郎浜に続く岩礁が名勝指定されており、地球科学的にも重要かつ珍

しい景観を含んだ観光地域として「日本ジオパーク」に認定されています。 

・大洗海岸公園やゴルフ場は松林を中心とした良好な緑地となっており、県道大洗公園線沿道は松林と海

が続くまちの象徴的な空間を形成しています。 

・神磯の鳥居周辺や、大洗磯前神社の大鳥居は、町を代表する景観スポットとなっています。大洗海岸公

園、大洗海水浴場、アクアワールド大洗といった観光スポットも集積しています。 

・那珂川及び涸沼川に面した崖地は、景勝地「巌船の夕照」を生み出しています。那珂川の海門橋は景観

シンボルであるとともに、河口周辺は一里塚ロードパーク、水辺プラザとして整備されています。 

・大洗磯前神社の門前には、旅館街が形成されており、電線地中化が進められています。また、その他に

も海沿いには観光・宿泊施設が点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●大洗海岸は、地域を代表する景観であり、今後も貴重な景観を後世に継承していくことが必要です。 

●大洗海岸に続く松林の風景は、重要な景観資源である一方、松林の維持・保全が課題となっています。 

●神磯の鳥居や大鳥居などは、観光資源として今後も活かしていくため、文化財などとしての歴史的価値

だけでなく、景観シンボルとしての価値を評価し、維持・保全を図る必要があります。 

●那珂川河口周辺は、既に視点場となっている空間を活かしつつ、「巌船の夕照」や願入寺の参道などの周

辺の資源との連携が課題となっています。 

●旅館街をはじめ、海岸沿いの大型の観光・宿泊施設については、観光空間としての街並み形成や海岸沿

いの景観との調和が課題となっています。 

【景観形成方針】 

海海のの自自然然景景観観とと歴歴史史・・文文化化をを満満喫喫ででききるる観観光光景景観観づづくくりり 

○大洗海岸の貴重な景観を維持するため、ゴミのない美しい海岸づくりに努めるとともに、大規模な建物や

看板等が海辺の自然景観に調和するよう、景観誘導を図ります。 

○大洗海岸公園やゴルフ場の緑と海の調和する風景を守り活かすため、松林の維持保全を図ります。 

○神磯の鳥居や大鳥居は町の景観シンボルであり、これらの資源の保全を図るとともに、その見え方や調和

に配慮した周辺の街並み・景観形成を図ります。 

○那珂川の眺望や斜面緑地を保全するとともに、祝町地区に点在する文化財等の資源を保全し、有機的に結

ぶ新たな回遊ルートの創出により資源の活用を図ります。 

○宮下地区については、電線地中化に合わせて、観光旅館街にふさわしい魅力ある街並み・景観形成を図り

ます。 
 

（２）景観拠点の基本方針 

■観光拠点①【大洗海岸公園周辺】 

写真差し替え 

磯前神社門前の旅館街（宮下地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道大洗公園線沿道の松林と海 
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【景観特性】 

・涸沼周辺の松川地区は、ヤマトシジミなどの漁業と農業により発達した集落です。地区北側には、江戸

時代中期～末期の遺構である守山藩松川陣屋跡があります。また、汽水湖である涸沼は、平成 27 年 5月

にはラムサール条約湿地に登録され、涸沼の自然環境が国際的にも認められました。近年では、涸沼の

環境を活かし、カヌー教室などの体験型観光も行われています。 

・松川漁港からは、対岸の広浦（茨城町）の風景が見渡せます。南西方向には筑波山の山並みが広がり、

特に夕暮れの風景は美しく、町の景勝地となっています。県道大洗友部線の一部からは、涸沼や松川集

落の眺望が良く、良好な視点場となっています。 

・丘陵部にはスポーツの拠点となる大洗総合運動公園があり、周辺の自然豊かな環境と一体となった新た

な景観を形成しています。 

・涸沼沿いの田園地帯には大洗鹿島線が走り、地区南側の鉾田市との境界には涸沼駅があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●松川地区については、現在の汽水特有の自然環境や緑豊かな集落景観を保全しながら、自然資源や歴史

資源を活かして、地域を活性化することが必要です。 

●涸沼越しに見える筑波山の山並みや湖岸の美しい風景は、観光資源として認識し、景観まちづくりに活

かす工夫が必要です。 

●丘陵部にある総合運動公園は周辺の自然環境への調和とともに、涸沼沿いの自然環境と連携した景観ま

ちづくりが必要です。 

●田園風景の中に走る大洗鹿島線の風景も、この地域の特色として保全し活かしていくことが必要です。 

【景観形成方針】 

涸涸沼沼のの自自然然とと交交流流をを楽楽ししめめるる観観光光景景観観づづくくりり  

○松川地区では、涸沼の水辺、緑地、農地、集落等が調和する景観の維持・保全を図るとともに、涸沼の自

然、歴史・文化、暮らしを伝え、周辺景観を活かす観光・交流拠点の整備を図ります。 

○松川漁港周辺や、県道大洗友部線沿いなどを活用し、涸沼や筑波山の風景を眺め、楽しむことができる視

点場づくりを進めます。 

○涸沼の水辺、総合運動公園、涸沼駅などの資源が連携し、周辺を回遊できる散策コースなどの環境整備を

図ります。 

○涸沼駅周辺は、涸沼観光の入り口として周辺の自然風景に調和する景観を保全します。 

 

■観光拠点②【総合運動公園・涸沼周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松川漁港から見える筑波山の山並み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大洗友部線から見える涸沼と松川集落 
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【景観特性】 

・大洗駅前は、海への玄関口として、水族館のモニュメントや波を連想させる自転車置き場などが整備さ

れています。 

・津波避難道路を兼ねたシンボルロード、（都）駅前海岸線の整備が進められています。 

・海岸に並行する旧街道沿いの商店街と住宅地とで構成され、昔ながらの街なみや路地を残しています。 

・町の中の景観資源として、登録文化財等の歴史的な建物が点在しています。また、近年では、大洗町を

舞台としたアニメの影響により、街なかを回遊する来訪者も増えています。 

・大洗港に面して建つマリンタワーは町のランドマークとなっており、街なかの懐かしい風景から垣間見

えるタワーが、新旧のコントラストを醸し出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●海の町の玄関口にふさわしい駅前空間づくり、海へのアクセス向上が課題となっています。 

●（都）駅前海岸線の整備にあわせ、街なかと観光施設との回遊が必要です。 

●商店街では、老朽化した建物や空き店舗等が多く、景観や街並みの維持が課題となっています。 

●登録文化財やアニメなどの景観・観光資源とともに、商店街や路地等の懐かしい風景を賑わいづくりに

活かす工夫が必要です。 

●町のランドマークであるマリンタワーの見え方に配慮した街並みづくりが必要です。 

 

 

【景観形成方針】 

駅駅とと海海ををつつななぎぎ町町のの顔顔ととななるる魅魅力力ああるる街街並並みみ・・景景観観づづくくりり  

○駅前広場の改修や商業業務利用を促進し、町の玄関口としてふさわしい魅力的な街並みの形成を図ります。 

○（都）駅前海岸線沿道について、避難路としての安全性を確保するとともに、海の町をイメージさせる道

路空間形成を図ります。駅から海へとつなぐ、楽しく賑わいのある沿道の街並み形成を図ります。 

○空き家や空き店舗の適切な維持管理や利活用を図るとともに、駐車場やゴミ置き場等について、景観に配

慮するよう誘導し、環境美化を図ります。 

○街の中に点在する文化財や路地、アニメなどの資源を活かし、訪れた人が楽しめるような休憩施設やおも

てなし空間づくりを進めます。商店街の懐かしさを活かす街並みづくりを進めます。 

○町のシンボルである海やマリンタワーの見え方に配慮し、景観誘導や視点場づくりを進めます。 
  

■中心拠点【市街地中心部】 

大洗駅周辺 

水族館のサインが海の町らしい大洗駅 登録文化財「武石家住宅」 
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【景観特性】 

・魚市場周辺には水産加工施設が集積しています。周辺には、直売所や飲食店が集まり、目の前に広がる

漁港とともに、干物を干す風景など海の町大洗の特徴的な景観となっています。 

・大洗フェリーターミナル周辺の港中央地区は、物流拠点が集積し、ターミナルに向かう沿道には緑地が

配置され、整った街並みが形成されています。夜景が美しく、町の観光スポットとなっています。 

・県道水戸鉾田佐原線沿いは、マリンタワーをはじめ、周辺には大洗リゾートアウトレット、大洗わくわ

く科学館等の観光資源が集積し、町の新たな景観を形成しています。 

・大洗海浜公園周辺は、大洗サンビーチ、大貫海岸と続く海水浴場で、スポーツ・レクリエーションの拠

点となっています。砂浜が広がり、そこからみえる街並みや斜面緑地も印象的です。周辺には民宿など

の宿泊施設が集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●漁港・魚市場周辺は、暮らしの営み空間であるとともに、直売所や飲食店が集まり、観光資源としても

重要な場所であることから、賑わいのある魅力的な空間づくりが必要です。 

●大洗フェリーターミナル周辺は、物流拠点であるとともに、町の観光資源が集積する重要な場所であり、

海の玄関口としてふさわしい街並みづくりが必要です。 

●県道水戸鉾田佐原線沿いは、海岸沿いの軸としてふさわしい景観形成を図る必要があります。 

●大洗海浜公園周辺は、今後、観光レクリエーションの場として観光誘客対策の強化が期待されているこ

とから、賑わいのある景観形成が必要です。 

【景観形成方針】 

海海のの玄玄関関口口ととししてて賑賑わわいいとと港港ららししささをを感感じじるる街街並並みみ・・景景観観づづくくりり  

○魚市場周辺は、水産業加工施設などの適切な景観誘導を図るとともに、漁港の賑わいと魅力のある観光景

観の形成を図ります。 

○大洗港、フェリーターミナル周辺は、港らしさを感じることができる視点場や歩行空間の整備を進め、海

の玄関口にふさわしい美しく整った景観形成を図ります。 

○県道水戸鉾田佐原線沿いは、海辺の玄関口として風景を維持するため、屋外広告物などの景観誘導を図る

とともに、市街地との緩衝帯として松林の維持保全を図ります。 

○大洗海浜公園周辺には、海辺の魅力を向上するため、自然景観に調和した新たな観光誘客施設を誘致し、

海辺を楽しむ賑わい景観づくりを図ります。 

■産業観光拠点【臨港地区周辺】 

マリンタワー・アウトレット周辺 魚市場周辺の直売所・飲食店 
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【景観特性】 

・海岸沿いには、南北に、県道大洗公園線、県道水戸鉾田佐原線、国道 51 号が縦断しており、海を眺めな

がら観光地を走る道路となっています。沿道には、海岸沿いの傾斜地に発達した斜面緑地や松林が続い

ています。 

・町外から涸沼川を渡り、町の中心部や海にアクセスする道路として、県道水戸鉾田佐原線と（都）若見

屋平戸線を結ぶ軸、県道長岡大洗線があります。また、大洗駅から海を結ぶ町のシンボルロードとして、

（都）駅前海岸線の整備が進められています。 

・町域中央部の市街地から南部にかけては、鹿島臨海鉄道大洗鹿島線が縦断しています。 

・河川の橋梁や海辺の高架道路・田園を走る高架鉄道等の構造物は、自然の中で存在感を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●海岸沿いの景観道路は、町外からの観光客や訪問客の目に触れる最も重要な軸であることから、沿

道利用も含めて、海辺の景観や自然環境に配慮した美しい道路空間づくりを進めることが必要です。 

●町外からのアクセス道路については、町の入り口であることから、沿道の施設案内の広告・看板なども

多く、環境美化への配慮が必要です。 

●鹿島臨海鉄道大洗鹿島線については、通勤通学の手段であるとともに、水戸方面から海の観光スポット

へと導く重要な公共交通機関であり、沿線景観を活かし誘客を図ることが必要です。 

●橋梁や高架道路・鉄道等の大規模な構造物は、見え方の工夫や沿線景観への配慮等の検討が必要です。 

【景観形成方針】 

沿沿道道・・沿沿線線のの自自然然景景観観をを活活かかしし、、観観光光客客ををおお迎迎ええすするる景景観観軸軸づづくくりり  

○海岸の景観道路については、海の景観や周辺の緑などの環境に調和する色調や素材に配慮した道路空間づ

くりを進めます。沿道については、斜面緑地や松林の維持保全を図るとともに、大規模な建物や看板等が

海辺の自然景観に調和するよう、景観誘導を図ります。 

○アクセス道路については、涸沼川を渡り町に向かう景観を保全し、広告・看板の誘導やごみの散乱防止な

ど環境美化に努めるとともに、観光客を導くサインや花壇作りなどの景観づくりを進めます。 

○鹿島臨海鉄道大洗鹿島線の沿線景観については、沿線の田園景観の保全ととともに、田園景観を活かし訪

れる人が楽しめる空間づくりに努めます。 

○橋梁や高架道路・鉄道等の大規模な構造物は、色彩や周辺の緑化等により圧迫感・威圧感の軽減に配慮す

るとともに、周辺の街並みや自然景観との調和に努めます。 

（３）景観軸の基本方針 

■景観軸【景観道路・鉄道】 

国道 51 号沿いに続く海岸と松林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園地帯を走る鹿島臨海鉄道大洗鹿島線の高架橋 
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【景観特性】 

・町民に対するアンケート調査によると、神磯の鳥居、大洗磯

前神社、大鳥居等の歴史・文化的な構造物と、大洗港・フェ

リーターミナルや大洗マリンタワーといった人工的な構造物

が、「大洗町らしい景観」として上位にあげられています。 

・眺望景観については、台地際から眺める街並みと海や川等の

水辺との調和、時間の変化による風景（朝日、夕日、夜景）

などがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【景観形成の課題】 

●シンボル景観については、多くの人が大洗町の象徴と感じて

おり、観光資源としても重要となっていることから、今後も、

これらの景観を維持するための方策が必要です。 

●眺望景観については、町民自慢の風景ではあるものの、来訪

者に対してはあまりＰＲされておらず、多くの場合アクセス

することも困難であることから、今後は景観資源としての活

用方策が必要です。 

【景観形成方針】 

大大洗洗町町のの良良ささをを PPRR すするるシシンンボボルル景景観観・・眺眺望望景景観観のの保保全全とと活活用用  

○大洗町らしいシンボル景観や眺望景観等、大洗町を象徴する景観資源については、個々の景観資源が有す

る価値の維持・保全を図ります。 

○大洗町らしいシンボル景観や眺望景観等の魅力を最大化するため、当該景観を眺める「視点場」の整備を

図るとともに、景観資源の見方や価値等に関する情報提供を行います。 

■シンボル景観・眺望景観 

大洗町らしい景観（シンボル景観） 

ａ 神磯の鳥居 

b 大洗磯前神社 

c 大鳥居 

d 大洗港・フェリーターミナル 

e 大洗マリンタワー 

ｆ 海門橋 

眺めの良い場所（眺望景観） 

１ 大洗磯前神社 

２ 国道 51号 

３ 松川漁港 

４ 大洗南中学校 

５ アクアワールド大洗 

６ 平太郎浜 

７ かんぽの宿大洗 

８ 大洗マリンタワー 

９ 桜道公園 

10 大洗海岸 

11 巌船の夕照 

12 大洗サンビーチ 

13 車塚・日下ヶ塚周辺 

14 涸沼 

15 県道大洗友部線（松川バイパス） 

16 海門橋 

17 東光台周辺 

18 大洗小学校 

19 大洗海岸病院 

20 山場平住宅付近 
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■景観眺望点・視対象 
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景観計画区域において、特に大洗町らしく美しい景観の形成に向けて、重点的かつ先行的に景観の整

備を図る必要がある地区については、「景観形成重点地区」として設定します。 

 重点地区を設定するにあたっては、景観形成基本方針を踏まえ、おもてなし空間の形成を目指す「景

観拠点」の中でも、大洗町の顔として特に景観形成の重要性・緊急性が高いと考えられる「駅前海岸線

沿道地区」「宮下地区」を重点地区とし、本計画に位置づけます。 

 なお、他の重点候補地区については、景観形成に対する地区住民等との協議や具体的な取り組みの熟

度に応じて、景観形成の方針や基準を本計画に位置づけます。（⇒資料編参照） 

 

 

 

景観形成重点地区 地区の概要 

①駅前海岸線沿道地区 

 【中心拠点】 

駅前海岸線は、「中心拠点」に位置し、観光客で賑わう臨海部の茨城港大

洗港区周辺と玄関口である大洗駅周辺を結ぶ重要な幹線道路です。中心市街

地の交通混雑の緩和と津波緊急避難路の確保を目指し、東日本大震災からの

復興シンボル道路として早急な整備が予定されており、これに合わせ、シン

ボルロードとしてふさわしい沿道街なみ景観形成を図ることが求められて

います。 

②宮下地区 

【観光拠点①】 

宮下地区は、「観光拠点①」に位置し、県道大洗公園線に沿ってホテル、

旅館、飲食店等が立地する宿泊観光エリアで、町の代表的な景観となる大洗

磯前神社の門前にあたる区域です。平成 20 年 3月には「宮下地区まちなみ

景観整備基本計画」が策定され、電線地中化による道路景観整備が進められ

ており、今後、大洗町の景観形成を図るうえで重要な地区です。 

 

 

６．景観形成重点地区の設定 

（１）景観形成上重要な地区（景観形成重点地区） 
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■景観形成重点地区 
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１．景観形成基準の設定方針 

２．届出の主な流れ 

３．届出対象行為 

４．景観形成基準 

 

第４章 景観形成基準（町全域） 
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 本章では、良好な景観の形成に向けて、景観形成基準を定めます。 

 大洗町は、景観計画区域である町全域について、良好な景観の形成に影響を及ぼすと考えられる行為

（一定規模以上の建築物等）に対して市街地景観と自然景観に区分して基準を設けるとともに、おもて

なし空間として重要である拠点ゾーンに対しては、「しつらえ方の提案」（推奨項目）を設定します。 

 また、景観形成重点地区については、良好な街並み形成方針や基準を設定し、住民と行政との協働に

より、これに即した景観整備を進めます。 

 

■大洗町の景観形成基準の設定方針 

景観計

画区域 
景観形成基本方針 

良好な景観形成のための行為の制限 

届出対象行為 景観形成基準 

町全域 自然景観ゾーン 

・一定規模以上の

建築物・工作

物・開発行為・

土地の形質変

更  等 

自然景観の基準 

市街地景観ゾーン 市街地景観の基準 

景観拠点 景観拠点 

 ★中心拠点 

 

★中心拠点方針 

・しつらえ方 

★産業観光拠点 ★産業観光拠点

方針・しつらえ

方 

★観光拠点 ★観光拠点方針 

・しつらえ方 

景観形成 

重点地区 

駅前海岸線沿道地区 地区の 

行為・規模設定 

地区の基準 

宮下地区 地区の 

行為・規模設定 

地区の基準 

※景観形成重点地区がまとまれば順次追加 

 （重点地区となった場合は、町全体の基準より重点地区の基準が優先さ

れる） 

 

※ただし、下記の地区計画区域については、景観形成基準に準ずる形態・意匠等の基準となる地区整備

計画が設定されているため適用除外とします。（景観法第 16 条第７項第 10 号、施行令第９条） 

地区計画 港中央地区 地区整備計画 ・建築物等の形態意匠、 

壁面の位置等の制限 

 

第４章 景観形成基準（町全域） 

１．景観形成基準の設定方針 
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■大洗町の景観形成基準の設定エリア（方針・重点地区総括図） 
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 良好な景観の形成に向けて、行為の制限（景観形成基準）を定めた場合、これらに基づく届出が必要

となります。 

 景観審査については、対象となる一定規模以上の建築等の行為に対して、事業者等が届出し、行政は

景観形成基準に従って、適合審査を行うことになります。この際、大洗町の目指すおもてなし景観づく

りを進めるため、届出行為が景観拠点や重点地区に位置する場合等には、町民・専門家等による「(仮)

大洗町景観審議会」を設置し、良好なおもてなし空間を形成するための指導・助言をいただくこととし

ます。また、公共施設等については、届出対象規模にとらわれず先導的におもてなし景観形成を図るも

のと位置づけ、建替えや改修などを契機に、積極的に景観づくりに取り組むものとします。 

 

      ■大洗町で想定される景観審査のフロー（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．届出の主な流れ  

事前相談 専門員の事前の助言指導 計画案 

届出対象となる一定規模以上の建築物等の計画 

又は重点地区の建築物等の計画 

設計 

景観形成基準に基づく審査 

基準に適合 

適合通知 

基準に不適合 

指導・助言 勧告・変更
命令(※) 

通知内容を設計に反映 

行為の着手 

「おもてなし景観チェック」 

＜(仮)大洗町景観審議会＞ 

中心拠点 

産業観光拠点 

観光拠点 

その他必要性が認めら

れるもの（公共施設等） 

重点地区 

専門的な判断が 

必要な場合 

※変更命令は、景観行政団体の条例で「特定届出対象行為」とした場合のみ可 

行為の届出 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

重点地区 
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 景観計画区域である町全域について、良好な景観の形成に影響を及ぼすと考えられる行為（一定規模

以上の建築物等）を対象として、景観形成基準を設定します。 

 届出対象となる行為については、以下のように設定します。（※ただし、景観形成重点地区内は別に

定めます。） 

 

■届出対象行為 

行 為 届出対象 

建築物の建築等 

 

・新築、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更するこ

ととなる修繕若しくは

模様替又は色彩の変更 

・高さが 10ｍを超え、又は、延床面積が 500㎡

（集合住宅は 300㎡以上）を超える建築物 

（増築・改築後に該当することになるものを含む） 

工作物※の建設等 ・新設、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更するこ

ととなる修繕若しくは

模様替又は色彩の変更 

・高さ 10ｍ（よう壁にあっては５ｍ）を超える工

作物 

（増築・改築後に該当することになるものを含む） 

開発行為 ・都市計画法第４条第 12

項に規定する開発行為 

・開発区域の面積が 1,000 ㎡以上の開発行為 

その他 ・木竹の伐採 ・伐採する区域の面積が500 ㎡以上のもの 

・土地の開墾、土石の採取、

鉱物の掘削その他の土

地の形質変更 

・行為を行う区域の面積が 500 ㎡以上のもの 

・屋外における土石、廃棄

物、再生資源その他の物

件の堆積 

・面積が 500㎡以上のもの 

・景観に影響を与える行為で町長が必要と認めるもの 

 

３．届出対象行為 

※工作物とは 

・煙突、広告塔、高架架水槽、物見塔等 

・かき、さく、塀、門扉、擁壁等 

・昇降機、ウォーターシュート、遊戯施設等 

・製造施設、貯蔵施設、水道・電気等の供給施設等 

・汚物処理場、ごみ焼却場その他処理施設等 

・自動車車庫の用に供する立体的施設等 

（・橋梁、高架道路、高架鉄道等） 
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 景観計画区域である町全域について、景観ゾーンごとの景観形成基準を次のように設定します。また、

おもてなし空間となる景観拠点については「推奨項目」を設け、地域特性を活かした大洗町らしい景観

形成を促します。（※ただし、景観形成重点地区は別に定めます。） 

 

 

項 目 基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

位 置 □海や涸沼等の水辺の眺め、周囲の山並み

等の眺望、景勝地を著しく妨げないよう

配慮する。 

 

□道路等の公共の場所に面した部分は、壁

面後退やオープンスペースの確保等に

より、街なみに開放性やゆとりを持たせ

るよう配慮する。 

□道路等の公共の場所からのマリンタワ

ー等のシンボルの見え方に配慮する。 

形態・意匠 □周辺景観との調和に配慮し、緑の連続す

るスカイラインに調和するよう高さを

抑えたり、傾斜屋根にする等工夫する。 

□水辺に面する場合は、災害時等の安全性

を確保しつつ、海や涸沼、河川の眺めや

親水性に配慮する。 

□道路等の公共の場所に面する外壁は、単

調で大規模な壁面により威圧感や圧迫

感を生じないよう工夫し、周辺景観との

調和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□建物の高さや規模は、街並みとの連続性

や一体感を創出するように努める。 

□大洗町特有の海の眺めや路地空間を活

かすよう工夫する。 

□道路等の公共の場所に面する外壁の意

匠は、単調にならないよう工夫し、特に

低層部は街並みとの連続性に配慮する。 

□商業施設や業務施設は、沿道にショーウ

ィンドウやベンチ、花壇を設ける等、街

並みに賑わいを演出するよう配慮する。 

４．景観形成基準 

（１）建築物の景観形成基準 

・眺望を妨げないように位置や
形状に配慮する 

・道路等からで
きるだけマリ
ンタワーが見
えやすいよう
配慮する 

・緑のスカイラインに調和する
よう傾斜屋根等にする 

・道路等から海の景観が見えるようにし、威圧
感や圧迫感が生じないようにする 

・周辺の街並みとの連続性に配
慮し、規模や形態が突出しな
いよう配慮する 

・低層部は街並み
の連続性に配
慮し、ショーウ
ィンドウやベ
ンチ等賑わい
を演出する 
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項 目 基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

形態・意匠 □外壁、屋上等に設ける設備は、道路から目立たない位置にするか、目隠しする等して、

建築物本体との一体性や周辺景観との調和に配慮する。 

□屋外階段やベランダは、建築物本体との一体性や周辺景観との調和に配慮する。 

外構 □既存樹木は極力活かすように配慮し、周

辺の自然景観や集落景観に調和するよ

う生け垣等の沿道の植栽に努める。 

□新たに植栽を施す場合には、塩害に強い

植物など、地域の風土にあった植物を用

いるよう配慮する。 

□敷地内の空地や建築物の前面は、歩行者

に配慮した開放的なつくりや沿道緑化

による潤い空間創出に努める。 

□交差点部などは、街角広場やベンチ等に

より、人々が集える空間づくりに努め

る。 

・屋上等の設備は、周辺景観に
調和するよう配慮する 

・屋上等の設備は、目立ちにく
いよう工夫する 

・屋敷林や生け垣等に囲まれた集落
景観や自然景観に馴染むよう配慮
する 

・交差点部や沿道は、広場やベンチ、花壇
の設置等、街が潤う空間づくりに努める 

・沿道の緑化により、潤い空間づくりに
努める 

・透視性の高いフェンス等により、災害
時の安全性を高め、圧迫感を和らげる 
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項 目 基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

その他 □駐車場は、建築物本体や周辺との一体性に配慮するとともに、沿道には植栽等を施し、

潤いのあるオープンスペースとする。 

□駐輪場、自動販売機、ゴミ集積所等を設ける場合には、建築物や周辺の街並みとの調

和に配慮する。 

□建築物に付帯する広告物は、建築物本体及び周辺景観に調和するよう、位置、規模、

形態意匠等に配慮する。 

□照明設備は、過剰な演出は避け、夜間景観に有効となるよう配慮する。 

※おもてなし

景観づくり

のしつらえ 

（推奨項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□道路等の公共の場所に面する部分

に、海の町らしさを感じるデザイ

ンを取り入れていますか。 

□海やマリンタワーのビスタを保全

するよう配慮していますか。 

□ショーウィンドウやベンチ、プラ

ンター等、街並みに賑わいを演出

するよう配慮していますか。 

中心拠点【市街地中心部】 

□神磯の鳥居等の景勝地の眺望、大

鳥居のビスタ、海辺の眺望に配慮

していますか。 

□松林の景観に調和するよう、デザ

インや外構に工夫を凝らしていま

すか。 

□海辺の眺望を楽しむ場や親水性を

取り入れていますか。 

観光拠点①【大洗海岸公園周辺】 

□道路等の公共の場所に面する部

分に、港らしさを感じるデザイン

を取り入れていますか。 

□海やマリンタワーのビスタを保

全するよう配慮していますか。 

□沿道に植栽や花壇を設ける等、街

並みに賑わいを演出するよう配

慮していますか。 

□照明設備は、港湾の夜間景観に有

効となるよう配慮していますか。 

産業観光拠点【臨海地区周辺】 

□田園や集落景観に調和するよう高

さ、規模に配慮していますか。 

□涸沼の自然、歴史、文化や風土に

馴染むデザイン、生け垣等の外構

を取り入れていますか。 

□涸沼や筑波山の眺望を楽しむ場

や、親水性を取り入れていますか。 

観光拠点②【総合運動公園・涸沼周辺】 

・建築物に付帯する広告物
は、建築物本体や周辺景観
に調和するよう配慮する 

・自動販売機やゴミ箱は、
色彩を合わせる等建物に
調和するよう工夫する 
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項 目 基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

色彩 □外壁、屋根等の外観の多くを占める色彩（基調色）は、彩度の高い色は避け、周辺景

観との調和に配慮する。（⇒ 「マンセル表色系」彩度４以下） 

□アクセントカラー（強調色）を使用する場合は各立面の１/５程度までとし、周辺景

観や街なみを乱さないよう慎重に用いるよう工夫する。（マリンカラーとなる青系や、

周辺の樹林地に調和する緑系、材料本来の素材色等、大洗町の自然景観や周辺の街な

みに馴染む色合いをできるだけ用いる） 

材料 □周辺景観との調和や地域風土に馴染む材料を使用する。 

□経年変化による退色、損傷、汚れにくい材料を選択し、景観を維持しやすいよう配慮

し、海岸沿いでは塩害による腐食等にも配慮する。 

※おもてなし

景観づくり

のしつらえ 

（推奨項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□基調色：門前町や自然景観に馴染

む落ち着いた色合い 

□強調色：松林に馴染む緑系 

     海辺に馴染む青系 等 

□素材等：木、石等の自然素材 等 

 

観光拠点①【大洗海岸公園周辺】 

□基調色：周辺の街なみに馴染む親

しみやすい色合い 

□強調色：マリンカラーとなる白系

と青系の組み合わせ 等 

中心拠点【市街地中心部】 

□基調色：周辺の街なみに馴染む親

しみやすい色合い 

□強調色：マリンカラーとなる白系

と青系の組み合わせ 等 

産業観光拠点【臨海地区周辺】 

・景観を維持しやすいよう、
経年変化を加味した材料
を選択する 

・外観の多くを占める色彩
（基調色）は彩度の高い色
合いは避ける 

・アクセントカラー
（強調色）は、周
辺の景観に合う
よう慎重に用い
る 

□基調色：集落や自然景観に馴染む

落ち着いた色合い 

□強調色：山並みや田園風景に馴染

む緑系 等 

□素材等：木、瓦等の自然素材 等 

観光拠点②【総合運動公園・涸沼周辺】 
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※色彩の表し方： 

  

色彩を表現するときには、色の名称などを用いますが、景観計画では個人差をなくすため記号や数値を

使った客観的な方法として、「マンセル」等の表色系を採用する例が多くなっています。 

 マンセル表色系では、色彩を色相、明度、彩度の３つの属性にわけて表現します。 

 

 マンセル表色系では、基本的な５色相、Ｒ（赤）、Ｙ

（黄）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）、Ｐ（紫）とその中間色相Ｙ

Ｒ（黄赤）、ＧＹ（黄緑）、ＢＧ（青緑）、ＰＧ（青紫）、

ＲＰ（赤紫）の 10 色相で構成され、これに明度（色の

明るさ）と彩度（色の鮮やかさ）を加えて表現します。 

 

注）ここでの色見本はイメージしやすくするためのもので、印刷物の色は実際とは異なる場合があります。 

 

 

    

 

図出典）「大規模行為に係る景観色彩ガイドライン」茨城県 
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基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

□景勝地や景観シンボルの眺望を著しく阻害することがないよう、周辺景観との調和に配慮する。 

□工作物の用途に応じて、形態意匠を工夫し、周辺の景観との調和に配慮する。 

□色彩・材料等は、原則として建築物の基準に準じる。 

 

 

 

 

基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

□開発を行うにあたっては、大洗町の自然・歴史・文化、周辺の自然・集落景観や市街地の街なみとの

調和に十分配慮する。 

□出来る限り現況の地形を生かし、周辺の景観への影響を軽減するよう配慮する。 

□擁壁や法面は、植栽や壁面の緑化に努めたり、石積み風にするなど、周辺景観への調和に配慮する。 

□既存樹林地、樹木等の保全、沿道の緑化等、積極的な緑化の推進に努める。 

 

 

（２）工作物の景観形成基準 

（３）開発行為の景観形成基準 

・周辺の集落景観に調和する
よう、緑化の推進や家並み
との調和等に配慮する 

・擁壁や法面は、緑化や石
積み風にするなど、周辺
の景観に調和するよう配
慮する 

・周辺景観との調和
に配慮する 
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項 目 基 準 

自然景観ゾーン 市街地景観ゾーン 

木竹の伐採 □伐採は、必要最小限に抑える。 

□道路等の公共の場所や景勝地に隣接する場所は、出来る限り既存樹木の保存、移植に

努め、行為中や行為後の景観が、周囲の景観と不調和にならないよう配慮する。 

□代替えで植栽を施す場合には、塩害に強い植物など、地域の風土にあった植物を用い、

周囲の景観に調和するよう配慮する。 

土地の開墾、

土石の採取、

鉱物の掘削そ

の他の土地の

形質変更 

□道路等の公共の場所や景勝地から容易に望見できないよう工夫し、周囲の景観と不調

和にならないよう配慮する。 

□行為後は、地域の風土にあった植物等により出来るだけ緑化し、周囲の景観に調和す

るよう配慮する。 

屋外における

土石、廃棄物、

再生資源その

他の物件の堆

積 

□道路等の公共の場所や景勝地から容易に望見できないよう工夫し、周囲の景観と不調

和にならないよう配慮する。 

□堆積物は、可能な限り高さを抑え、周辺の景観を損なわないよう整然とするよう配慮

する。 

 

 

（４）その他の景観形成基準 

・大洗町の特色である緑の
まとまりを壊す行為にな
らないよう配慮する 

・屋外における堆積物は周囲
の景観と不調和にならない
よう、緑等で遮蔽する 

・沿道等の望見しやすい場所は出来
る限り、樹木の保存移植に努める 
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１．駅前海岸線沿道地区 

２．宮下地区 

 

第５章 景観形成重点地区 
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 駅前海岸線沿道地区におけるワークショップの検討結果「景観まちづくり提案」を踏まえて、地区

の景観形成における基本方針、届出対象行為、基準を次のように設定します。 

 

 

 

 

【地区の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 景観形成重点地区 

１．駅前海岸線沿道地区 

（１）駅前海岸線沿道地区の景観形成基本方針 

地区の名称 駅前海岸線沿道地区 

位   置 大洗町桜道（桜道１）、磯浜町（髭釜町 4、5、11 の 1、11 の 3、寺釜 1、2、3） 

の各一部 

面    積 約 3.2ha 

景観重要公共施設 
（候補） 

登録有形文化財（武石家住宅） 
鹿島臨海鉄道大洗鹿島線 大洗駅 

大洗マリンタワー 
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【地区の景観まちづくり方針】 

 

 

地区の目標 
大洗の潮風と人の温かさに出会うみち・まちづくり 

- みんなに愛される復興シンボルロード – 

 

① 人への優しさ・温かさを感じる道：避難路として誰もが快適に移動できる道

路づくりを目指します。 

② 潮風を感じる道：海や大洗の魅力を感じる沿道空間づくりを目指します。 

③ 出会いのある道：訪れる人を「おもてなし」し、交流できる空間づくりを目

指します。 

土地利用の方針 駅前海岸線は災害時の避難路であるとともに、日常的には大洗駅と大洗マリン

タワーを結ぶシンボルロードとして楽しい賑わいのある空間を創出するため、沿

道には観光施設や商業施設、業務施設等を誘導し、活力ある沿道空間づくりを目

指します。また、火災発生時に市街地の延焼を抑制し、災害に強い市街地形成を

目指します。 

地区施設の方針 
① 駅前海岸線の道路空間は、災害時の避難路として機能性や安全性を確保する

とともに、日常的に人に優しく歩きやすい空間づくりに取り組みます。 

歩道照明灯（連続照明）や誘導サイン等により、道路の機能性や安全性を確

保するとともに、ゆとりのある歩道空間の確保やバリアフリー化等に取り組み

ます。 

② 避難路としてゆとりある空間づくりに努めるとともに、「大洗らしさ」「おも

てなし」等のあるシンボルロードづくりに取り組みます。 

緑地やポケットパーク等の憩いの場の創出、大洗の歴史・海を連想させる演

出等により、賑わいと潤いのある沿道空間づくりに取り組みます。 

建築物等の方針 
① 駅前海岸線沿道の建築物や工作物について、壁面の位置、設備、かき・さく、

看板・広告物等の基準により、安全性とゆとりある街並みづくりに取り組み、

道路と沿道空間が一体となった避難路の形成を目指します。 

② 大洗駅と大洗マリンタワーを結ぶシンボルロードとして、色彩、街並みの演

出等の基準により、歩行者の通行に配慮し、表通りにふさわしい空間形成を目

指します。 
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 地区の特性を活かした景観形成に影響を及ぼすと考えられる行為を届出対象行為として、次のように

設定します。 

 

 

行 為 届出対象 

建築物の建築等 
・新築、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

工作物※の建設等 
・新設、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

その他 ・景観に影響を与える行為で町長が必要と認めるもの 

 

 

 

 

 

 

 

（２）駅前海岸線沿道地区の届出対象行為 

※工作物とは 

・煙突、広告塔、高架架水槽、物見塔等 

・かき、さく、塀、門扉、擁壁等 

・昇降機、ウォーターシュート、遊戯施設等 

・製造施設、貯蔵施設、水道・電気等の供給施設等 

・汚物処理場、ごみ焼却場その他処理施設等 

・自動車車庫の用に供する立体的施設等 

（・橋梁、高架道路、高架鉄道等） 
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 地区の景観形成方針を踏まえ、景観形成基準をとして、次のように設定します。 

 

 

 

（３）駅前海岸線沿道地区の景観形成基準 

建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準 

□壁面の 

位置 

落下物等による被害を軽減し、円滑な避

難や輸送を行うため、沿道に適切な空間

を確保します。 

 

□駅前海岸線に面する部分について、

道路境界から壁面までの距離を原

則として 1.0ｍ以上確保します。 

 

※ただし、次の場合は、この限りでは

ないものとします。 

・他の道路との隅切り部分 

・敷地規模 165 ㎡（50 坪）未満、

又は不整形の土地の場合は 50cm

以上を目標 

・軒や出窓、カーポート等は対象外 

※既存の建築物等は、建替えの際に対

象となります。 

□色彩 

災害時の避難の際、夜間も通りの明るさ

が増す一助となるように配慮し、また日

常は海に通じる通りとして爽やかな色合

いを目指します。 

 

 

 

 

□外観の多くを占める外壁等の色彩

（基調色・配合色）は、彩度が低く

明度が高い色（彩度４以下、明度６

以上）を用いるようにします。（特

に彩度 2 以下、明度８以上を推奨。）

屋根は、彩度が低く落ち着いた色合

い（彩度４以下）とします。⇒p.52

～53 

□一部にアクセントカラー（強調色）

を使用する場合は、海沿いらしい街

並みに調和するよう工夫して用い

るようにし、各立面の 1/10 程度

までに抑えるようにします。 

 

※既存の建物は、建替えの際に対象と

なります。 

※材料本来の素材色はこの限りでは

ありません。 

アクセントカラー 面積 1/10 程度 

屋根（彩度 4以下） 

外壁等（彩度 4以下、明度 6以上） 

※ただし、彩度 2以下、明度 8以上を推奨 



◆第 5章 景観形成重点地区◆ 

- 50 - 

 

建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準 

□設備等 

災害の際にできるだけ沿道側にものが

散乱することを防ぐとともに、町の玄関

口としてふさわしい、整った街並みを形

成します。 

 

 

 

 

 

 

 

□駅前海岸線に面する部分の外壁、屋

上等に設ける設備は、道路から目立

たない位置にするか、目隠しする等

して、沿道の安全性や周辺景観との

調和に配慮します。 

□駅前海岸線に面する部分の自動販売

機は、据え付けを十分に行うととも

に周辺景観との調和に配慮します。 

□かき・ 

さく等 

沿道では震災時に、歩行者の被害や道路

への倒壊を防ぐ安全な塀づくりに努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□駅前海岸線に面する部分にかき・さ

くを設ける場合は、ブロックや石積

み等による塀を禁止し、倒壊しにく

い生け垣や植栽、透視可能なフェン

ス等とします。これらの構造は以下

の通りとします。 

・生け垣・フェンス等の高さは前面道

路から 1.2ｍ以下 

・フェンス等の基礎部分は、前面道路

から 60cm以下 

・生け垣は、枝葉が道路にはみ出さな

いように設置 

 

※道路整備に伴い設置された擁壁はこ

の限りではないものとします。（か

き・さく等を設置する場合は、生け

垣・透視可能なフェンス等を設置す

るようにします。） 

※既存のブロック塀等は、建替えの際

に対象となります。 
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建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準 

□看板・ 

広告物 

災害時に沿道に落下するなど、歩行者へ

の被害等を防ぐように配慮して設置し

ます。 

 

 

 

  

 

□駅前海岸線に面する部分の看板の形

式は以下の通りとします。 

・看板は自立形式のものを推奨しま

す。建物壁面等からの突出看板は原

則禁止します。 

・やむを得ず突出看板とする場合に

は、道路境界からはみ出さずに設置

し、強度や材質、維持管理に留意し

ます。 

 

□街並み

の演出 

本路線沿道は、避難路であるとともに、

大洗駅からのシンボルロードになるこ

とから、魅力ある街並み空間の演出に努

めます。 

【イメージ】 

 

 

□駅前海岸線に面する部分は、できる

限り緑化に努めます。 

□商業施設や業務施設は、沿道にショ

ーウィンドウやベンチ、プランター

を設置する等、街並みに賑わいを演

出するよう配慮します。 

 

外壁等の推奨色 

自立形式を基本 

（突出看板の場合） 
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※駅前海岸線沿道地区における色彩の基準 
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 宮下地区におけるワークショップの検討結果「景観まちづくり提案」を踏まえて、地区の景観形成

における基本方針、届出対象行為、基準を次のように設定します。 

 

 

 

 

【地区の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．宮下地区 

（１）宮下地区の景観形成基本方針 

地区の名称 宮下地区 

位   置 大洗町磯浜町（明神町１）の一部 

面    積 約 20.9ha 

景観重要公共施設 
（候補） 

大洗磯前神社（表参道） 

大鳥居（一の鳥居） 

神磯鳥居 

大洗灯台 
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【地区の景観まちづくり方針】 

 

 

地区の目標 「海（磯）」「緑（松林）」「歴史（大洗さま）」 

磯節に謳われた風景を守り活かす、おもてなし景観づくり 

～ 磯で名所は大洗さまよ 松が見えます ほのぼのと ～（磯節一節） 

 

① 海（磯）の風景：海の眺望、海の風景との調和を大事にした景観づくりに取

り組みます。 

② 緑（松林）の風景：鎮守の森、森の緑との調和を大事にした景観づくりに取

り組みます。 

③ 歴史（大洗さま）の風景：神社、水源、謂れ等の宮下の歴史を活かした風格

のある景観づくりに取り組みます。 

④ おもてなしの風景：門前町として、訪れる人が心地よく落ち着いて過ごせる

おもてなしに取り組みます。 

地区施設の方針 

 
① 県道大洗公園線は、宿泊施設や観光資源が集積する宮下地区の骨格となる道

路として、日常的に人に優しく歩きやすい空間づくりに取り組みます。 

  電線地中化による歩行空間の拡大、照明灯、案内サイン、休憩機能の充実等

により、歩行者空間の充実を目指します。 

② 県道大洗公園線の沿道について、門前町として鎮守の森にも調和する落ち着

きと風格のあるおもてなし空間づくりに取り組みます。 

  歩道空間における照明灯デザインや附帯施設の色彩等、沿道景観に配慮した

空間づくりに努めます。 

③ 海岸沿いの遊歩道は、町のシンボル景観でもある神磯鳥居や灯台の見える風

景を大切にし、防波堤等の海沿いの施設は自然景観との調和に配慮し、景観を

阻害しないよう華美な装飾は避けるようにします。 

建築物等の方針 ① 県道大洗公園線沿道の建築物や工作物については、落ち着きと風格のある空

間づくりを進めるため、色彩、材料、設備、看板・広告物、外構等の基準により、

道路と沿道空間が一体となったおもてなし景観の形成を目指します。 

② 海岸沿いの建築物や工作物については、昔から大切に守られてきた海の風景

を保全するため、海辺の眺望を阻害せず、自然景観に調和するよう取り組みま

す。 
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地区の特性を活かした景観形成に影響を及ぼすと考えられる行為を届出対象行為として、次のように

設定します。 

 

 

行 為 届出対象 

建築物の建築等 
・新築、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

工作物※の建設等 
・新設、増築、改築、移転 

・外観の過半を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更 

その他 ・景観に影響を与える行為で町長が必要と認めるもの 

 

 

 

 

 

 

 

（２）宮下地区の届出対象行為 

※工作物とは 

・煙突、広告塔、高架架水槽、物見塔等 

・かき、さく、塀、門扉、擁壁等 

・昇降機、ウォーターシュート、遊戯施設等 

・製造施設、貯蔵施設、水道・電気等の供給施設等 

・汚物処理場、ごみ焼却場その他処理施設等 

・自動車車庫の用に供する立体的施設等 

（・橋梁、高架道路、高架鉄道等） 
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 地区の景観形成方針を踏まえ、景観形成基準をとして、次のように設定します。 

 

 

 

（３）宮下地区の景観形成基準 

建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準（案） 

□色彩 

門前町の街並みを保全していくため、華

美な色合いを避け、周辺の街並みと調和

する自然な落ち着いた色合いを目指し

ます。 

【実際の街並み】県道沿い 

 

 

□外観の多くを占める外壁等の色彩

（基調色・配合色）は、彩度の低い

落ち着いた色合い（※マンセル値：

彩度 2～３以下）とし、ベージュ系

又は白・アイボリー系を推奨（※マ

ンセル値：色相R・YR・Y、明度７

以上、彩度３以下）します。⇒p.59

～61 

□一部にアクセントカラー（強調色）

を使用する場合は、落ち着いた街並

みを乱さないよう工夫して用いるよ

うにし、各立面の 1/10 程度までに

抑えるようにします。 

 

※既存の建物は、建替え又は改修の際

に対象となります。 

※材料本来の素材色はこの限りではあ

りません。 

□材料 

門前町の街並みや海辺の景観との調和

を大切にしていくため、材料等にも配慮

していきます。 

 

【実際の街並み】 

 

□経年変化による退色、損傷、汚れに

くい材料を選択し、塩害による腐食

等にも配慮します。 

□周辺景観との調和や地域風土に馴染

む材料として、建築物や外構などの

一部に木や石等の自然素材の使用を

推奨します。 

 

※既存の建物は、建替え又は改修の際

に対象となります。 

板塀 格子 
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建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準（案） 

□設備等 

大鳥居から続く神社の玄関口としてふ

さわしい、整った街並みを形成します。 

 

【イメージ】 

 

 

 

 

□外壁、屋上等に設ける設備は、県道

から目立たない位置にするか、目隠

しする等して、建築物との一体性や

周辺景観との調和に配慮します。 

□屋外階段やベランダは、建築物本体

との一体性や周辺景観との調和に配

慮します。 

□看板・ 

広告物 

門前町の街並みに合うよう、看板、広告

物等の統一化を図ります。 

 

【イメージ】 

  

□県道大洗公園線に面して設置する突

出看板又は自立看板は原則的には

１つとし、縦書きで、茶系又は濃紺

系等の落ち着いた色合いを基本とし

ます。 

□突出看板や自立看板等を設ける場合

には、道路境界からはみ出さずに設

置します。 

□外構 

鎮守の森に馴染むよう、緑豊かな空間づ

くりを進めます。 

 

【実際の街並み】 

 

□県道沿いは、できる限り植栽を施し

ます。 

□地区を象徴する松の植栽を推奨しま

す。 

□駐車場は、沿道に植栽を施し、潤い

のあるオープンスペースとします。 

□自動販売機、ゴミ置き場等を設置し

る場合には、建築物や周辺街並みと

の調和に配慮します。 

・屋上等の設備は、周辺景観に
調和するよう配慮する 
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建
築
物
等
に
関
す
る
基
準 

項目 目 的 基準（案） 

□街並み

の演出 

県道大洗公園線沿道は、大鳥居から続く

門前町であるとともに、神磯の鳥居や灯

台などの町を代表する景観が点在する

ことから、観光客が歩いて楽しめる魅力

ある街並み空間の演出に努めます。 

 

【実際の街並み】 

 

 

 

□沿道にベンチ、花壇やプランターを

設ける等、街並みに賑わいを演出す

るよう配慮します。 

□海沿いについては、海辺の眺望を阻

害しないよう、原則として看板・広

告物等は設置せず、華美な装飾はさ

けるようにします。 
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※宮下地区の色彩の基準 
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外壁・屋根等の基準 

外壁・屋根等の基準 

外壁等の推奨色 
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１．景観重要建造物、景観重要樹木の指定の方針 

２．景観重要公共施設の整備に関する事項 

３．屋外広告物の表示の制限等に関する事項 

第６章 景観重要建造物・樹木の指定の方針等 
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 景観法第 19条第１項の景観重要建造物又は第 28条第１項の景観重要樹木の指定の方針は、次のとお

りとします。 

 

以下の項目のいずれかに該当する建造物（建築物・工作物）のうち、道路その他の公共の場所か

ら公衆によって容易に望見されるもので、その外観が大洗町の良好な景観形成に重要であると認め

られるものについては、所有者や管理者の意見を聴いた上で、景観重要建造物として指定できるも

のとします。 

 

①外観が、町の歴史・文化等を継承し、又は町の風土を表す建造物。 

②町民や来訪者に親しまれ、地域のシンボル的な存在である建造物。 

③多くの人が行き交う街角や観光地など、町の景観形成上重要な位置にある建造物。 

 

 

 

以下の項目のいずれかに該当する樹木のうち、道路その他の公共の場所から公衆によって容易に

望見されるもので、その樹容が大洗町の良好な景観形成に重要であると認められるものついては、

所有者や管理者の意見を聴いた上で、景観重要樹木として指定できるものとします。 

 

①町の歴史・文化等を象徴し、又は町の風土を表す貴重な樹木。 

②町民や来訪者に親しまれ、地域のシンボル的な存在である樹木。 

③多くの人が行き交う街角や観光地など、町の景観形成上重要な位置にある樹木。 

第６章 景観重要建造物・樹木の指定の方針等 

１．景観重要建造物、景観重要樹木の指定の方針 

（１）景観重要建造物の指定の方針 

（２）景観重要樹木の指定の方針 
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 景観法第８条第２項第５号口関係の景観重要公共施設の整備に関しては、次のとおりとします。 

 

 

道路、河川、公園、海岸、港湾等の良好な景観の形成に重要な公共施設のうち、以下に該当する

公共施設については、管理者等と協議し、その同意を得た上で、景観重要公共施設に位置づけます。 

 

① 町民や来訪者に親しまれ、地域のシンボル的な存在である公共施設で、その整備・改修などに

おいて、景観面での配慮が必要なもの。 

② 今後整備を行う公共施設で、地域の良好な景観形成において重要となるもの。 

 

景観重要公共施設に位置づけた公共施設については、管理者等と協議し、良好な景観を形成する

ための方針や基準を定め、整備を行う際には、これに即して整備を行うものとします。今後は、景

観形成重点地区における「地区施設の方針」に基づき、骨格道路の指定等を検討し、公共空間と沿

道空間が一体となった街並み形成を目指します。 

 

候補（案） 整備方針（案） 

都市計画道路 

駅前海岸線 

□避難道路としての機能性に加え、大洗駅前のシンボルロードとしてふさわし

い魅力ある路線とするため、歩道や照明、交通安全施設等について、景観に

配慮した道路空間づくりを進めます。 

□歩道や照明、交通安全施設等の色彩は、華美なものを避け、街並みに調和す

るよう配慮します。（駅前海岸線沿道地区の色彩（屋根等）の基準を考慮） 

□沿道住民との協働により、残地を活用した緑地・ポケットパーク、サイン・

案内板の整備、大洗の歴史や海に関するモニュメントの設置等、賑わいと潤

いのある沿道空間づくりに取り組みます。 

□既存商店街との連携や、定期イベントの開催等、駅と大洗港をつなぐ観光道

路としての賑わい空間づくりに努めます。 

県道大洗公園線 □大洗のシンボル景観である大鳥居の景観と旅館街の街なみを保全するため、

歩道の整備と電柱地中化を進めます。 

□緑に囲まれた大洗磯前神社の門前の佇まいを活かすため、沿道住民との協働

により、植栽（松等）や照明灯の設置等、落ち着きと風格のある沿道空間づ

くりに取り組みます。 

□歩道や照明、交通安全施設等の色彩は、華美なものは避け、街並みに調和す

るよう配慮します。（宮下地区の色彩（外壁等）の基準を考慮） 

□沿道住民との協働により、案内・サインや休憩施設の設置、イベント開催等、

観光客をもてなす空間づくりに努めます。 

２．景観重要公共施設の整備に関する事項 

（１）景観重要公共施設の指定に関する方針 

（２）景観重要公共施設の整備に関する方針・基準等 
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候補（案） 整備方針（案） 

大洗サンビーチ □サンビーチについては、安全・安心なビーチとして新たな津波対策とともに、

観光利用の核として、ビーチの利用促進や魅力向上を図ります。 

□夏期のみではなく年間を通じて、美しい砂浜や波等を活用したイベント実施

や観客スペースの整備等により、ビーチの利用促進を図ります。 

□適切なゾーニングと施設配置、色彩等により、従来の自然的空間や風致をで

きるだけ阻害しないよう配慮しながらビーチ空間の有効活用を図ります。 

□ビーチの美しい自然景観を眺められる視点場（高台）の創出等により、大洗

の風景体験をより印象的に演出するとともに、港と浜との接続部に賑わい空

間を創出し、港地域との連続性を確保します。 

□きれいな砂浜を維持するため、地域住民や商店街、観光客等と連携してビー

チの環境美化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 景観法第８条第２項第５号イ関係の屋外広告物の表示の制限等に関しては、次のとおりとします。 

 

 

町の良好な自然景観や街なみを維持するため、景観上重要な要素である屋外広告物については、

茨城県屋外広告物条例の遵守に努め、適正な規制誘導を図るものとします。 

   特に、海岸沿いの主要幹線道路や、町の中心部や海にアクセスする道路といった景観軸の沿道に

ついては、大規模な屋外広告物が町の印象を左右することから、適切な誘導を図るものとします。 

また、景観形成重点地区については、それぞれの地区の基準に基づき、周辺の街並みと調和のと

れた屋外広告物の誘導を行います。 

   今後は、大洗町の景観特性を踏まえた規制誘導を行うため、町独自の屋外広告物条例の制定を検

討していきます。 
 

３．屋外広告物の表示の制限等に関する事項 

（１）屋外広告物の表示及び掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項 
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１．景観まちづくり推進方策 

２．景観まちづくりの推進主体 

第７章 景観まちづくり推進方策 
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景観まちづくりの推進にあたっては、町民、事業者、町などの主体が大洗町の持つ景観資源とそ

の魅力を共有し、それぞれの立場で取り組みを行うことが重要です。 

また、景観まちづくりは、良好な景観を保全・創出することに留まらず、大洗町の活性化や魅力

づくりに繋げていくことが重要であり、景観まちづくりの意義や効果を認識して取り組むことも必

要です。本計画で定めた内容の推進と、景観づくりの取り組みによる効果を大洗町のまちづくりに

活用するため、各主体が以下のような点に留意して進めることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 景観まちづくり推進方策 

１．景観まちづくり推進方策 

（１）景観まちづくり推進の考え方 

 

町 民 

 

大洗町 

 

事業者 

身近な景観に関心を持ち、日常生活

の中で、景観まちづくり活動に取り

組みます。 

景観計画に基づく景観づくりを進め

るための体制と制度を構築する他、

景観行政団体として先導的な取り組

みを行います。 

景観づくりに携わるとともに、景観

を生かした地域づくりの担い手とし

て、観光や産業分野における活性化

に取り組みます。 
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景観計画で定めた内容を具体的に進めていくため、今後は次のような推進方策が考えられます。 

 

■方策－１ 景観条例の制定(行政による景観誘導体制の充実) 

 景観計画に示した届出対象行為、景観形成基準等について、より実効性のある運用を行うた

め、景観計画策定後、速やかに大洗町の景観行政の根幹となる景観条例の制定を行います。 

 

 

■方策－２ 先導的な景観プロジェクトの展開 

 公共施設は、景観要素の中でも重要な役割を担うものであり、その整備主体である行政は景

観まちづくりにおいて先導的な役割を担う主体であると考えられます。また、大洗町は、県立

自然公園区域等に指定される区域も多く、この取り組みは大洗町だけでなく茨城県と密に連携

し進めることが期待されます。 

 そのため、主要な都市計画道路や公益施設等の大規模施設の整備については、先導的景観プ

ロジェクトとして、当該地区の景観づくりに配慮した計画づくりを進めます。 

 

 

■方策－３ 町民・事業者の景観づくりに対する動機づけ 

 景観は、身近な景観要素の組み合わせにより創出されるものであり、建築物や工作物の設置

や緑化等の主体となる町民や事業者は、景観づくりにおいて重要な主体となります。そのため、

本計画に基づく景観まちづくりを推進するために、良好な景観の創出に寄与する建築行為や、

花いっぱい運動等の景観づくりの取り組みに対する支援制度や顕彰制度の充実を図ることが

考えられます。 

 また、景観づくりは、長い期間を要する取り組みであるため、次世代を担う若い世代に対し

てもその必要性を浸透することが重要であり、教育の場における大洗町の景観資源や景観の魅

力に関する啓発に取り組むことが考えられます。 

 

 

■方策－４ 景観形成重点地区における景観まちづくりの推進方策 

 本計画では、宮下地区と都市計画道路駅前海岸線沿道地区について、景観形成重点地区に位

置づけています。これらの地区においては、景観まちづくりワークショップを開催し、利害関

係者との間で景観づくりの取り組みの必要性、景観形成基準等について議論を進めてきました

が、このような取り組みを契機に景観まちづくりを推進するため、地区単位での組織づくりに

取り組み、景観づくりを継続して支援することが考えられます。 

 

（２）景観まちづくり推進方策 
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 景観まちづくりの推進を図るため、本計画では「(仮称)大洗町景観審議会」の設置を想定しますが、

景観法においては、景観計画実現のための組織として、「景観整備機構」や「景観協議会」等も示され

ていることから、必要に応じてこのような組織の活用を図ることを想定します。 

 また、景観重点地区に指定される地区においては、利害関係者により「地区協議会」等の形式で、継

続的に景観づくりに取り組むための組織をつくることも考えられます。 

 

 

 

■実施組織の構成案 

実施組織 組織の構成 

景観整備機構 

・景観づくりに対する情報提供や合意形成、景観重要建造物等の買取や整備

を進める組織として、ＮＰＯや公益法人等を対象に景観行政団体の長が指

定する組織です。 

景観協議会 
・市民、事業者、行政が連携して景観まちづくりを推進する主体として、こ

の三者により構成する組織です。 

地区協議会 
・当該地区の利害関係者により、景観づくりのコントロールや景観を生かし

た地域づくりイベント等の開催を行う組織です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．景観まちづくりの推進主体 
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１．計画の策定体制 

２．景観計画策定に係る町民意識調査 

※ 資 料 編 
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※ 資 料 編 

１．計画の策定体制 

（１）策定委員会設置要綱 

大洗町景観計画策定委員会設置要綱 

  

(設置)  

第１条 景観法(平成16年法律第110号)に基づく大洗町景観計画(以下「景観計画」という。)の策

定にあたり、幅広い観点からの検討を行い、本町の良好な景観の形成に資するものとして景観

計画を策定するため、大洗町景観計画策定委員会(以下「委員会」という。)を設置する。 

(所掌事務) 

第２条 委員会は、大洗町景観計画の策定に関する必要な事項を検討する。 

(組織) 

第３条 委員会は、委員14人以内をもって組織し、委員は次に掲げる者のうちから町長が委嘱及び

任命する。 

(１) 学識経験のある者 

(２) 関係団体を代表する者 

(３) 町内に住所を有する者 

(４) 関係行政機関の職員  

(任期) 

第４条 委員の任期は、委嘱及び任命の日から景観計画の策定が完了する日までとする。 

２ 前条の規定による委員のうち、役職により委嘱及び任命された者の任期は、その職に在職する

期間中とする。 

３ 委員に欠員が生じたときは補充するものとし、その任期は前任者の残任期間とする。 

(委員長及び副委員長) 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

(オブザーバー) 

第６条 委員会に、オブザーバー（傍聴人）を置くことができる。 

(会議) 

第７条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その意見を聴き、又は資

料の提出を求めることができる。 

（ワーキンググループ） 

第８条 委員会に、計画の策定に必要な関係各課等の調整を行うため、ワーキンググループを置く

ことができる。 

(庶務)  

第９条 委員会の庶務は、都市建設課において処理する。  

(その他) 

第10条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮っ

て定める。 

  

附 則  

 この要綱は、平成25年10月31日から施行する。 
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大洗町景観計画策定委員会委員名簿 

（敬称略） 

 氏  名 役  職 区分 

１ 小場瀬 令二 
筑波大学 名誉教授 

（現：練馬環境まちづくり公社 まちづくりセンター

所長） 学識経験の 

あるもの 

 

２ 海老原  健 
㈱常陽産業研究所 地域研究部次長 

（茨城県まちづくりアドバイザー） 

３ 中山  眞矢 ㈱眞建築設計室 代表取締役 

４ 戸塚  敏夫 大洗町商工会副会長 

関係団体を 

代表するもの 
５ 深作  正之 大洗町農業委員会会長 

６ 石井 藤一郎 (一社)大洗観光協会会長 

７ 木村  和子 元町子ども会育成連合会会長 

町内に住所を

有するもの 

８ 飯島  一敬 元 NPO 法人大洗海の大学 代表理事 

９ 杉本  裕也 ㈱セキノ不動産 専務取締役 

10 郡司  光一 石光造園 代表 

11 
水島  徹治 

*久保田  一（H25 年度） 

国土交通省関東地方整備局 

常陸河川国道事務所長 

関係行政機関

の職員 

12 
肥髙  孝之 

*大塚  嘉久（H25 年度） 
茨城県土木部 都市局 都市計画課長 

13 
小泉  恵三 

*藤枝  宏之（H25 年度） 
茨城県水戸土木事務所長 

14 

塙   広実 

*荻谷  政義（H26 年度) 

*内木 二三男（H25 年度) 

茨城県茨城港湾事務所大洗港区事業所

長 

*印は前任者  

（２）策定委員会委員名簿 
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No. 課 名 対象項目 

１ まちづくり推進課 駅前海岸線 他 

２ 生活環境課 環境美化 

３ 商工観光課 観光 

４ 農林水産課 農村景観、漁港景観、樹林地等 

５ 生涯学習課 文化財、景観重要建造物、樹木等 

６ 財務課 公共施設 

７ 総務課 自治基本条例関係 

８ 都市建設課 都市計画関係、事務局 

 

（３）策定体制図 

（４）ワーキンググループ メンバー 

大洗町景観計画策定委員会 

学識経験者、関係団体代表、 

町民代表、関係行政機関 

ワーキンググループ 

（関係課職員） 

町 長 

事務局（都市建設課） 

都市計画審議会 議 会 

アンケート調査 

（平成 24年度） 

重点地区 

ワークショップ 

パブリック 

コメント 

【町民参加】 
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２．景観計画策定に係る町民意識調査 
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意向調査の結果や景観形成基本方針を踏まえ、各「拠点」において、大洗町の景観形成上重要性が高

いと思われる候補地区を掲げ、各概要を整理します。今後、景観形成に対する地区住民等との協議や具

体的な取り組みの熟度に応じて、条例への位置づけを検討していきます。 

 

 

 

■景観形成上重要な地区（重点候補地区） 
 

 

３．景観形成重点候補地区 

拠点・地区 概  要 取り組み方針 

観光拠点①【大洗海岸公園周辺】 

a 県道大洗公園線沿

道地区 

 

 

・県立自然公園区域内を通過しており、現在もボリュームのある松林の

緑とスカイラインが整えられています。 

・アクアワールド大洗や大洗海岸なども位置しており、本町を代表する

観光道路として景観誘導が必要と考えられます。 

景観の 

維持・保全 

b 祝町地区 

 

 

・願入寺の門前集落と渡船集落として形成された集落であるとともに、

巌船一里塚ロードパークや水辺プラザ等からの那珂川河口の眺望も良

好であることから、歴史や自然景観を楽しむ空間として期待されます。 

景観の 

維持・保全 

観光拠点②【総合運動公園・涸沼周辺】 

c 松川集落地区 

 

 

・古くから形成されてきた集落で、涸沼湖畔で歴史的資源や屋敷林・生

垣が連続する集落景観を有しており、地域の歴史要素の継承を図るた

め、景観の保全・誘導が期待されます。 

景観の 

維持・保全 

中心拠点【市街地中心部】 

d (都)若見屋平戸線

沿道地区 

・水戸大洗ＩＣから観光拠点への入り口となる地区であり、サインや屋

外広告物等の誘導等が必要となっています。 

景観の 

維持・保全 

e 商店街地区 

 

 

 

 

・古くから街道に沿って形成された商店街であり、最寄品の他、旅館や

海産物を扱う店舗もあり、旅行者が散策する姿も見受けられます。 

・歴史ある建築物も分布していることから、このような資源を生かしつ

つ、商店街や散策空間としての魅力向上を図るため、建築物の活用や

沿道景観の整備が期待されます。 

景観の整備 

産業観光拠点【臨港地区周辺】 

f 県道水戸鉾田佐原

線沿道地区 

（大洗港・サンビー

チ付近） 

 

・市街地と海辺の境界を通過しており、観光、産業、生活等多様な景観

要素が混在する地区です。 

・県道大洗公園線沿道とともに、海沿いを走り、本町の代表的な観光ゾ

ーンであることから、異なる要素の調和を図りながら景観誘導を図る

ことが必要と考えられます。 

景観の 

維持・保全 

景観軸【景観道路・鉄道】 

g 国道51号沿道地区 

（大貫台周辺） 

・町外から観光拠点への入り口となる地区であり、サインや屋外広告物

等の誘導等が必要となっています。 

景観の 

維持・保全 
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■景観形成重点候補地区 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大洗町おもてなし景観づくり 

大洗町景観計画 

平成 27 年 12 月 
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